
 

 

＜「銃の規制運動に立ち上がった高校生」・・・１５歳くらいで政治運動をすることは可能か＞ 

 アメリカ合衆国では、数々の事件で多くの高校生や中学生や子供たちが銃を使った犯罪や銃の事故で死亡してい

ます。それにもかかわらずアメリカは銃規制に本格的に乗り出そうとはしていません。その理由はアメリカの建国

は、先住民である北米インデアンの抹殺や、獰猛な動物との闘いという「銃」を使った戦いで成し遂げられた

という意識があるからです。 
しかし現代の法治国家としての体裁（ていさい=形式）を備え、近代警察が組織されている近代国家であるアメリ

カなら、危険な銃の自由な保持を禁止するというのが普通の考えのように思われます。それにもかかわらず、長年

の銃規制運動にもかかわらず、何の効果も実現していないのがアメリカ社会なのです。たびたびの事件での多数に

死者の発生にもかかわらず、口先だけではまともなことを言うものの、実際には何ら効果をあげていない大人

たちの無責任さに対して、業を煮やした(ごうをにやした＝もう我慢できなくなった)高校生たちが立ち上がり

ました。具体的には、ＮＲＡ(全米ライフル協会＝銃の保持を認める団体で、多くの人たちが共和党員や共和

党などの保守系の支持者によって構成されている、大きくて強いアメリカの銃の業界団体)に賛成する国会議

員に対する「落選運動」の展開です。もちろんアメリカでも高校生には選挙権がありません。ですから選挙権があ

る大人たちに電話攻勢を仕掛けて、「ＮＲＡを支持している候補者には投票しないでください」という、懸命の活動

をしているのです。スマートフォンや固定電話などを使ったメールや電話での投票お願い活動です。 

 先進諸国は民主主義社会であり、民主主義として主権者が自分たちの思うような社会が築けるから「先進国」な

のです。「主権者」として国の政治を決めるのは、選挙権を有する「有権者」と同じではありません。すべての年齢

の国民の一人一人が主権者なのです。あなた達の将来の納税問題や憲法の平和主義などは、今のあなた達に直接か

かわる政治問題です。アメリカのこのような若者たちの行動をお手本にして、あなた達も今からでも主権者＝政治

の主役になって、自分たちが希望する未来を創っていく権利があるのです。 

より正確には「公民としてそのように行動する責任がある」のです。 
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＜「異常な高温から自分を守る方法」・・・未来を見つめた学習の必要性＞ 

 

 異常な高温が続いています。これまでの各種の高温対策は不十分で、役に立たない指示や指導が多く、「自

分で自分を守りましょう」という、重大なメッセージがテレビや新聞で流されています。現在の高温に対す

る学校や部活の担当者の指導や地域社会や行政上の判断さらには気象庁のこれまでの判断さへ信用できない

というほどの非常事態なのです。「目の前にあるこれらの危機をしっかり学び、正確な情報を身につけ、他者に

頼ることなく、自分の体と相談しながら、自分の判断で自分そして自分の周囲の人たちを守るように」という

指示です。 

 現在世界中に多くの危機が生じています。地球温暖化、森林破壊、海洋汚染などから貧富の格差問題や移民

問題、途絶えることのない国際紛争と核戦争の恐怖、ＡＩとロボットによる人間支配、個人情報の国家や企業

による独占による個人の監視問題、日本では少子高齢の時代の教育費や老人介護の問題など数え上げればきり

がありません。そして今後さらに解決困難な問題が必ずやってきます。予想を超えた暴風雨もその一つです。 

しっかりと積極的に自分から進んで学習し、いろいろな方法で正しい情報を手に入れ、多くの人たちと議論

することによって、これらの諸問題を解決し、平和で豊かで素晴らしい未来をつくり、「生きていることのすば

らしさを感じることが出来る人生」にしなければなりません。小学生、中学生、高校生の君たちは、将来これ

らの諸問題に太刀打ち（たちうち＝戦うこと）できる自分をつくるための、基礎学力を身につけている時です。

未来に及ぶ諸問題を少しずつ認識しながら、日々コツコツと自分の知識＝力をつけていきましょう。 
 

WELL COME TO SISEIKAN!!  志成館の夏期講座へようこそ!! 

自分の未来、そして家族や友人、更には人類の未来を守るために、志成館で、本当に必要なそして

価値ある、幅広い知識と教養を身につけましょう!!  

志成館はあらゆる情報が提供できる塾です!! 
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＜ 何かしら漠然とした「不満」や「不安」がある子供たちへ ＞ 

 親や兄弟、学校のルールや地域社会の行事、部活の先生や塾の先生や学校の先生の指導の在り方などに漠然

とした不満がある人はたくさんいると思います。このような時にあなた達の多くが「自分が悪いのだろう」と

か「不満や不自由があっても仕方がない」と諦めているのではないのでしょうか。しかし、どのような問題に

ついても、時には「これでいいのかな？」「自分の方が正しいのではないのだろうか？」と考えることも必要で

はないのでしょうか。そのような意識を持った子供たちに育ってほしいというのがこの塾の教育方針です。 

社会には多くの欠陥があることは、日々のニュースに目を通せばわかりますし、悲惨な歴史も、その多くが

その時代の社会的な欠陥に起因していることは学習を重ねることで理解できます。そうであるのなら、日々の

生活で、いろいろな悩みや息苦しさを感じた時には、「自分はこのように考えるから、みんなと同じ

ようには行動しない」と考えて、自分なりの判断や行動に出ることも必要ではないでしょうか。 
「先生の言うことには従う」とか「親には反抗していけない」と思っていても、時には、自分自身の本心を

外に出す必要があるのではないでしょうか。理由は「社会も親も完全ではないから」です。もちろん館長もそ

うです。完全でないものから言われるままに従って、貴重な自分の人生を壊したり、個性をなくすことはあま

り賢いことではないと思いますが、いかがでしょうか。決して「反抗」を勧（すす）めているわけではありま

せん。しかし、何事もまじめに考え続けることや自分の周囲にいる人たちからの自分への愛情がわかっている

事を条件にして、「自分自身の考え」を深め、それを自分と周囲の人たちと議論を重ね、他者とは異なる自分自

身を発見してみませんか。個人としての自分のすばらしさを発見する努力をしてみませんか。 

大人たち一般、たとえば先生や保護者、権力者や名士などともてはやされている人たちは、どうしてもあな

たたちを「自分たちが望むような人間にすること」を教育や指導の方針にすることが多いのです。そのことが

君たちの漠然とした不満になっていることがとても多いのです。あなたたちは色々な意味で「親を越えなけれ

ばなりません」。ですから確実に言えることは、「自分の価値観を越えようとする子供たちの行動を助けてくれ

る親が最高の親である」ということだと思います。 
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＜ 日本の「繊細な味の食べ物」を食べませんか？ ＞ 

 マグロの大トロやウニのお寿司、霜降りが入った和牛のステーキ、リンゴたっぷりのアップルパイやイチゴの甘

みがたっぷり入った美味しいケーキなどなど、あなたたち若い人たちは今後とても美味しい、高価で芳醇（ほうじ

ゅん＝味がよく香りもよいこと）さに溢れた食べ物を食べ続けることだと思います、財布の中身と相談しながら（笑）。

しかし日本人の一人として、高価で美味である食べ物以外に、四季の美しさや日本の風土の特長を反映した美味

しくて香りがよい食べ物、テレビによく出てくるこってりした高い栄養価のある食べ物とは異なり、ある意味では

質素で粗末ともいえるだろうが、日本らしい、日本人らしい食べ物、繊細な日本の美、繊細な日本人の心を感じら

れる食べ物を食べて欲しいと願っています。たとえば東北地方の人が食べる黄色の美しくて香りがよくてさっぱ

りした味の「食用の菊の花」や、今日名物のある種締まりがない京都名物の「湯葉の料理」口触りの素晴らしさがわ

かる人間になって欲しいと願っている。私の場合は、実は今、湯布院の旅館で食べている(笑)「大根のハザのお漬

け物」がその一つになります。大根の種を捲き、たくさんの芽が出たうちの余分の芽を摘み取った、小さくて若い

葉っぱの、一夜漬けのお漬け物がそれです。若々しい緑色がきれいで、若い未熟な香りが素晴らしく、歯触りもしゃ

きしゃきと若々しいお漬け物です。真っ白なご飯と真緑のお漬け物の見た目の美しさはたとえようがないほどであ

ります。飽食（ほうしょく＝高価で贅沢な食べ物になれていること）の時代のあなたたちであればこそ、食に

関する繊細で誇り高い、日本人らしい「食の感受性」を育てて欲しいと強く願っています。 

 ＮＯ. ６４  幸せになるための思考方法 
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＜「国語の読解の問題や入試問題の価値」・・・国語の教材で人格の成長を実現できます＞ 

 授業で感じるのですが、国語の長文の問題を解くのが好きな人はあまりいません。早いテンポで進む現代のスピ

ードや、簡略化されたシステムの中で、なにごとも時間をかけずに結果を出そうとする人たちにとっては、文字数

が多い文章を読むのにとっても苦痛を感じ、もっと手っ取り早く合理的な判断をすることを望みます。そのため多

くの人たちが国語が嫌いになっているのかもしれません。それは仕方がないことかもしれません。 

 しかし時にはしっかりと問題の文章を「問題文」として読むのではなく、「筆者からのメッセージ」と思って

問題文を読んでみませんか？その問題を解いて答え合わせが終わった後でもかまいません。そうすると、苦労して

読んでいた問題文が、実はあなた達の人間形成や、今後の人生にとても役に立つことを教えてくれる内容であった

ことに気が付くことが多いと思いますがいかがでしょうか。実は高校入試などに代表される国語の読解問題を作成

している中学や高校や大学の先生は、なんでも手当たり次第に問題にしやすい著作物から問題を作っているわけで

はありません。すべてあなた達の将来の役に立ち、あなた達の心を豊かにする書物の中から、特に素晴らしい部分

を抜き出して問題を作っておられるのです。教科書も素晴らしいのですが、日々学習塾や自宅で過去の国語の読解

の入試問題を、悪戦苦闘しているあなた達も、一度くらいはこのような気持ちで問題文を読みませんか？そうする

とその問題文の尊さがわかり、あなた達の知識や心は豊かになり、人生が充実することになり、同時にその後のテ

ストの点数も上がるのです（笑）。 
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＜「日本の与党の国会議員のレベルの低さ」・・・目を覆いたくなるほどの惨状 ＞ 

 ニュースや新聞で目にすることがあると思いますが、カジノ（＝とばく）法案の可決、労働基準法違反の高プロフ

ェッショナル制度の施行、政治のモラルの低下を示した森友学園や加計の獣医学部問題、国家公務員の無責任な行

動、民主主義を否定するような国会での強硬採決、自分の責任を認めようともしない安倍総理の厚顔無恥など、あ

なたたち次の時代の主役にとって不安を感じるような事件が続いています。 

このような中で立憲民主党の枝野幸男さんが、「戦後の国会での新記録となる３時間の大演説」をされました。そ

の内容のすべてが記録されている「書籍」を廊下に置いていますので、もし興味があったら手に取ってください。 

政党の支持は個人の自由ですし、学習塾でどうこうと言うべきではありません。ただこの本で、日本の国会議員、

とりわけ与党とされる人たちの愚かさや無責任さが手に取るようにわかります。というのは、枝野さんの演説のレ

ベルは、中学３年生の社会科の「公民」の授業で、館長が話す内容とほとんど変わらないほどのわかりきった

幼稚な内容だからからです。つまり、国会議員の中には、中学３年生の知識さえ持っていない人が多いということ、

または知識はあるのだが自分の地位や利益を守るために知らんぷりをしている人が多いということです。先進国で

ある日本の国会のあり方としては恥ずべき事になります。（もっともほかの国もひどいのですが(泣)） 

ただこのことはある種の有り難いことをあなた達に教えてくれるはずです。それは、難しい大学に進学しなくて

も、肩書や財産がなくても国会議員になれるということです。たとえ勉強が嫌いで成績がよくなくても、「人々

の幸せのために人生を過ごしたい」という情熱がある人はぜひ国会議員 

になって、日本をよりよい国にしてください。 館長の本心ですよ。 
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＜「 館長の体の血流のひどさと地球環境の血流のひどさ 」＞ 

 館長の体はぼろぼろです。というのもこれまで自分の体を酷使つづけてきたからです。生まれた年もお隣の中華

人民共和国が出来た年(何年かは自分で調べてください、社会の宿題です(笑))と同じなので、当然のことだと受け

入れています。タバコも吸ったことがないしお酒で本当に酔っぱらったこともほとんど記憶にありませんがそれで

も年相応のガタが来ています。具体的には体中に長年の老廃物や悪い食べ物の毒が蓄積されて、「血流＝血管の中の

血液やリンパなどの流れ全体が壊れ（こわれ）かかっている」のです。ちょうど錆びこけた自動車のようになって

いると言えばわかってもらえると思います。しかしこれが人間の寿命なので、悔しいとか残念に思ったことなどあ

りません。懸命にデトックス＝老廃物の排除をしていますが(笑)。伝えたいのは以下の部分です。 

 この館長の壊れかかった体と今の地球の姿を比べてください。全く同じ、いやむしろ地球環境の壊れ方つま

り「地球の血流の壊れ方」の方がもっとひどいように思えませんか？自然の中には節理があり、自然の山や川や

海には長い年月を通じて形成されてきた「自然の血流」があるのです。それをここ１００年余りの間に人編は破壊

を続けてきたのです。便利さや効率を求め、無理にダムをつくり、本来最近の水害の災害地には水が流れるのが自

然なのに、無理やり土地を埋め立て、危険な場所に家屋や道路を建設してきて、人間の未熟な技術力を過信して、自

然の血流を破壊してきたのです。農民の私にはそのことが手に取るようにわかります。人間には寿命があります。

しかし地球には寿命があってはなりません。館長がデトックスをしているように、あなた達これからの時代の人は、

「地球の血流」を破壊してきた原因を正確に見つけ、時間をかけて修復する必要があります。人間の技術力で乗り

越えるという発想ではなく、「母なる大地」に敬意を抱いて、謙虚な態度で、自然を尊重するという発想で地球の本

来あるべき姿を取り戻してください。そのことを前提とした開発はもちろんかまわないのでしょうが。 

 

※ＣＤ「モンサント・イヤーズ」で、「地球の血流の回復」を訴える 

カナダのロック・ミュージシャン、ニール・ヤングに感謝を込めて。 
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＜「まなざし不在の地獄」 ・・・孤独を恐れる現代の若者の心の裡（うち） ＞ 

 最近、行方不明になった 2歳の坊やを、ボランティアで大分からやってきた７８歳のおじいちゃんが発見したこ

とが大きなニュースになっています。このおじいちゃんはこの後今夏の水害の被害を受けたところに出かけて、新

たなボランティア活動に励んでおられます。いったいこのおじいちゃんの行動の原動力は何なのでしょうか？ 

それは「生きることの意味を考え」「生きていることを体で感じる」ために、人生を楽しみながら、残

された人生を過ごそうとする気持であると思います。 

 この彼の行動は、あなたたちにある種の重大な「生きることの意味」を教えてくれているはずです。それは「人

間というものは、他者とのつながりがないと生きていけないし、生きる元氣や力もわいてこない」

ということです。自分の子供であれ家族であれ、友人や隣人であれ、身近なところに大切な人がい

て、お互いを意識しながら生きていてこそ人間は生き続けられるということ」です。 

１０年前の２００８年の６月に「秋葉原事件」という、優秀な大学生が車で群衆の中に突っ込みさらにナイフを

使って一般の人々多数を殺しけがをさせた悲惨な事件がありました。この若者の心の中は、「自分には自分を理解

してくれる友人や知人はもちろんの事、知ろうとしてくれる人が家族を含めて全くいないことを感じて、自暴自棄

（＝望みどおりにならないことから自分の身を粗末に扱い、無謀な行動をすること）になり、何の関係もない人を

傷つけるという「孤独」を原因とする悲惨な事件でした。（悲惨なことにこの加害者の弟も責任を感じて自殺して

います。）そしてこの後同じような、若者による多数の一般人に対する殺人事件が今日まで続いています。その原

因は何なのでしょう？それは「まなざし不在の地獄」＝「誰一人として自分のことをかまってくれないという

ことを感じる絶望的な孤独の気持ち」であると理解することが出来ると思います。 

現代社会は、あなた達個人個人をバラバラに引き裂き、孤独にするような仕組みになっています。個人がバラバ

ラになれば、個人個人がそれぞれ必要な商品を購入するから物がたくさん売れるという、利益を最優先し大量消費

を目指す企業社会がこのような悲しい若者を多数生み出しているのです。ですから、今の社会の仕組みを変えるか、

あなた達が生きる理由を考え直さないと、今後も孤独な若い世代が次々に誕生し、孤独にさいなまれて、理由もな
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い事件が起こり続けるでしょう。ときどき「集団自殺」をする若者がいますが、これも同じように「孤独」が原因

なのです。そして一部の孤独な人たちは、他者をみて「他者はリア充である（＝君たちの言葉を借りたのですが、

リアルにつまり本当に充実して生活をしているように見えて）羨（うらや）ましさと憎しみとを感じて破滅的な犯

罪行為に出ているのです。 

ボランティアおじさんの心の奥を覗（のぞ）いてください。彼は孤独にならないように、生きていく理由を見失

なわないように懸命に「連帯＝人々から無視されないように=まなざしの不在の地獄を感じる人生にならないよう

に」懸命に戦っておられるのです。彼の真似をする必要はありません。しかし彼がしていることの真意を理解

して、自分が生きていることの価値を考え、生きている理由を自分から進んで創っていくのです。
他者へのボランティアでなく、家族や友人に対するほんの少しのボランティアと同じ気持ち=他者への愛情を持っ

て、すごしていけばよいのです。そのような気持ちがあれば、君たちが孤独な気持ちにさいなまれることはありま

せん。 

もしそのような積極的な行動が苦手な人は、書を読み、音楽や絵画やスポーツを楽しみ、自分の心

の中に多数の友人を作ればよいのです。館長の心の中には過去の有名人や先生や歴史上の人物や亡くなった

両親や先輩がたくさん存在しています。つまり今も日々そのような亡くなった人たちと会話を楽しみながら一緒

に生活をしており、孤独を感じることが少ないということです。昨日配布したプリントにもとＮＨＫのアナウンサ

ーの下重暁子さんの書籍を紹介しましたが、彼女のいう「極上の（ごくじょう＝この上がないほどの素晴らしい）

孤独」というのは、このことをあなた達に伝えようとしている本なのです。 

この本に書いてあるように、ゲームなどをしていると益々孤独になります。そうならないように、これからの人

生が、勉強や読書であれ、スポーツや音楽やダンスであれ、「現実＝リアル」のものに興味を持ち、知識を積み重

ね、行動を起こすようにしてください。そして周囲の人とのつながりも考えましょう。ほんの少しだけで十分です。 

孤独をまぬかれるためのインスタグラムがはやっていますが、今の人たちはそれ程みんな孤独なのでしょう。確

かに表面上は他者とつながっているように感じられると思いますし、いいこともあると思います。ただバーチャル

リアリティー＝仮想空間を現実のものと誤信しないように注意してください。そして危険極まりないネットの闇

の中に自分をアップしていることも意識したうえで利用して下さい。 

★東京大学社会学名誉教授見田宗介先生の学恩に感謝して 
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＜「君の家にあるもので一番価値があるものは何？」 ＞ 

 館長は毎年、授業中に「あなたのおうちにあるもので最も値段が高いもの又は最も価値があるものは何かな？」

と質問することにしています。生徒諸君はいろいろと考えますがなかなか答えは出ません。貯金？おうちの建やマ

ンション？お洒落な服や靴？車？本？楽器？第 2 ボタン？友達からのプレゼントかな？ 「いったい自分の家にあ

るもので値段が高いものは何だろう」と真剣に考える時のあなたたちの表情は見ていると実に楽しいものです。 

もちろんこの質問は学習との関係で聞いているのですが(笑)。万葉集の中でもとくに有名な、山上憶良の「貧窮

問答歌」の最後の反歌にある「銀（しろがね）も 金(くがね)も玉も 何せむに 勝れる宝 子にしかめやも」 

（銀や金や宝石などの価値あるものもそれほどの値打ちはない、自分の子供の尊さと比べれば） 

という和歌の内容を教える時にする質問なのです。ですから答えは「私です」「自分です」が正解になります。 

しかし実際にもそうなのです。「あなたのおうちにあるもので一番価値があるのはあなた自身なのです。」もし

あなたが大けがをしたり病気になったりしたら、親や保護者は生きた心地がしないほど心配します。交通事故で子

供を亡くした親は、生きていく気力をなくし、すべての財産をなくしてもよいから、死んだ子供が生きかえるよう

に願います。 

自分を大切にし、熱中症や交通事故や病気にならないように、人との不必要な争いには出来るだけ巻き込まれな

いようにして、自分の身を大切に守るように心がけて日々を過ごしてください。古典はありがたい知恵を授けてく

れます。１３００年ほど前の山上憶良からのメッセージを大切に受け止めてください。  

 ＮＯ. ６９  幸せになるための思考方法 
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＜「エレガントな人間になろう」 おしゃれとウインドウ・ショッピングのすすめ＞ 

 夏期講座の国語の問題に「伝統の価値と魅力を知ろう」という内容の文章がありました。「伝統」は長い歴史を

耐え抜いたものだから価値があります。それが工芸品であっても文化や芸術であっても同じことです。しかしそ

のような伝統の価値を理解することまたは伝統の「価値」がわかることはそう簡単ではありません。目で見て、

手で触ってみて、どこが素晴らしいのかを詳しい人たちから教えてもらう必要があります。「古典文学」などもし

っかりとなおかつ深く読む努力も必要でしょう。しかしそのことによってあなた達は優れた感受性と深い洞察力

を持った素晴らしい人間へと成長していきます。そして「本物の価値」がわかる人間に成長します。 
同じような理由から、もしお洒落に関心があるならウインドウ・ショッピングを楽しみませんか？ もち

ろん中学生や高校生は働いていないのでほしいものが買えるわけではありません。しかし以前の言葉でいうとこ

ろのブティックつまりセレクトショップに通って自分の好きな服のデザインや色合いそして流行を楽しみませ

んか？ 手で触ってみるのです。男性や女性にかかわらずそうしてみませんか。まだ早すぎる？多くの大人たち

はそのように言ってあなた達を諭（さと）すでしょう。しかし館長の私は、安全な大きなデパートで、危険な出

会いや節度を守るという条件が守られるなら、中学生や高校生の時のように、「感受性が鋭敏な年齢の時に」

ウインドウ・ショッピングをすることはとても大切だと思っています。だってファッション界の大物たちは

たいてい中学生のころからファッションに目覚めています。福岡市はある程度の都会ですし、交通費もあまり

かからないので、水筒を下げて、できたらお父さんやお母さんと一緒に。同じことは食べ物に関しても言えるこ

とで、各所のアンテナショップで地方の特産物の試食会があったら、恥ずかしがらずに試食をして、季節やその

地方の特色を身をもって経験するのです。ブランドとかトラディションとかオーソリティーなどの言葉、これら

には実は良い面と悪い面が半々あるのですが、しかしその内容を早くから知っておくことは、将来にとってとて

も役立ちます。基礎学力が大切なように、これらの知識は「基礎常識」 

に入るからです。 

※貧しい時代の田舎者として育った館長からのメッセージです。(笑)。 

 ＮＯ. ７０  
幸せになるための思考方法 
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